
１．活動時期 2026年1月３日〜1月24日 高校１年 堀切 咲希

５．今後参加する生徒に向けたアドバイス(こんな生徒にオススメ)
英語が得意ではないから、恥ずかしいから、という理由で留学を躊躇っている人にお
すすめしたいです。個人留学では、学校研修のように知り合いと関わることがないた
め、「いつもの自分」を意識せずに全力で楽しめると思います。行ってみたら勢いでで
きることもたくさんあると思うので、ぜひ挑戦してみてほしいです。

３．活動の概要
「埼玉発世界行き」という奨学金をいただいて、ニュージーランドのクライストチャーチ
に約３週間行かせていただきました。市内のホームステイで語学学校に通い、午前中
は授業、午後はホリデープログラムで現地の文化など様々なアクティビティに参加し
ました。土日は留学のテーマである「復興が軸のまちづくり」について探究活動を行い
ました。

2025年度埼玉発世界行き ニュージーランド留学

４．感想
クライストチャーチは、日本の東日本大震災と同じ時期にカンタベリー地震の被害を
受け、今でも復興が続いている都市です。留学の数週間前に「福島合宿」で実際に被
災地を見学し、学んだことを比較しました。クライストチャーチでは地震に関する博物
館や跡地を見学し、人々の地震に対する接し方の違いが印象的でした。興味があり、
留学に行きたいと思ったきっかけでもある「建築」「まちづくり」について深く考えること
ができ、将来につながる貴重な経験になりました。
語学学校では、母国語が英語でない人とたくさん関わることができました。拙い英語
同士で話が上手く噛み合わないことも少なくなかったですが、むしろ、間違っていても
大丈夫と構えずに話すことができました。苦手意識があった英語ですが、日常会話を
通じて自然に使うことで、コミュニケーションツールとしての英語の楽しさを実感しまし
た。博物館などを訪れる中で英語でつまずいてしまうこともあり、悔しい反面、これか
らの学習についても前向きに考えられるようになりました。
また、留学期間中に私自身の誕生日を迎え、ホームステイ先や語学学校で家族のよ
うに温かく祝ってもらったことが心に残っています。語学学校内では私より年上の人
がほとんどでしたが、国籍も年齢も関係なく仲良くなることができ、国境を超えて人の
優しさを感じました。

２．利用した旅行会社・エージェント名 FUJIYAMA International
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